
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

左
上
表
の
と
お
り

 

父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

 

児
童
扶
養
手
当　

　

平
成
22
年
８
月
分
か
ら
父
子
家

庭
の
皆
さ
ん
に
も
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
ま

だ
申
請
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

人
は
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
30
日
（
火
）
ま
で

に
申
請
す
る
と
、
次
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。

1956 年久留米市出身、横
浜市在住。慶應義塾大学
経済学部卒。20 年間子育
て支援活動を展開。子育
ての素晴らしさを伝える
ため、2008 年「お母さん
大学」開校、「お母さん業
界新聞」発行。お母さん
を笑顔にする「百万母力
プロジェクト」を推進中。

藤本裕子
Yuko Fujimoto

①
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に

　

該
当
し
て
い
る
人
は
、
８
月
分

　

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。 

②
８
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

　

に
新
た
に
支
給
要
件
に
該
当
し

　

た
人
は
、
要
件
に
該
当
し
た
日

　
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　

11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
申
請
の

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、申
請
（
新
規
認
定
請
求
）

が
必
要
で
す
。

　

申
請
に
は
、
印
鑑
、
受
給
資
格

者
お
よ
び
該
当
す
る
児
童
の
戸
籍

謄
本
、
通
帳
な
ど
金
融
機
関
の
分

園庭開放日

　

う
「
百
万
母
力
の
子
育
て
」

　

・
講
師　

藤
本
裕
子
氏
（
株
式
会

　

社
ト
ラ
ン
タ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

新
聞
社
代
表
）

▽
コ
ー
ナ
ー

　

手
形
足
形
プ
レ
ゼ
ン
ト
、歯
科・

小
児
健
康
・
育
児
相
談
、
糸
あ
や

つ
り
人
形
劇
、お
も
ち
ゃ
の
病
院
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
リ
ズ
ム

体
操
、
地
域
の
食
の
販
売
な
ど

▽
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
６

　

子
育
て
は
、
行
政
と
地
域
や
企

業
が
一
体
と
な
っ
て
、
社
会
全
体

で
応
援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
の
夢
や
楽
し

さ
、
喜
び
な
ど
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、「
子
育
て
応
援
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、「
せ
と
う
ち

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

ぐ
ん

ぐ
ん
の
び
の
び
わ
く
わ
く
ひ
ろ

ば
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
家
族
が
一
緒
に
楽

し
め
、
学
べ
る
コ
ー
ナ
ー
を
多
数

設
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、コ
ー
ナ
ー
の
内
容
な
ど
、

詳
し
く
は
本
紙
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
14
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
（
講
演
会
は
、
午
後
１
時
〜
午
後

　

２
時
30
分
）

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
講
演
会　

　

・
演
題　

つ
な
が
ろ
う
、
支
え
よ

を
対
象
に
、
子
育
て
の
場
と
し
て

幼
稚
園
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
来
園
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
駐
車
場
が
狭

い
の
で
、
近
く
の
人
は
、
徒
歩
・

自
転
車
で
来
園
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

左
表
の
と
お
り

 

学
び
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
公
開

　

岡
山
県
で
は
、
教
育
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、

11
月
１
日
を
「
お
か
や
ま
教
育
の

日
」
と
定
め
、
こ
の
日
か
ら
１
週

間
を
「
お
か
や
ま
教
育
週
間
」
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
各
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
の
様
子
を
公
開
し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
は
じ
め

保
護
者
や
地
域
の
人
が
参
加
す
る

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し

た
学
び
の
姿
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
学
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
学
務
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

 

入
所
を
受
け
付
け
ま
す

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

平
成
23
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
入
所
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
就
労

な
ど
の
理
由
で
昼
間
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
小
学
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
に
対
し
て
、
適
切
な
遊
び

と
生
活
の
場
を
提
供
し
、
児
童
の

健
全
な
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

　

保
護
者
に
と
っ
て
も
、
安
心
し

て
仕
事
を
続
け
ら
れ
、
生
活
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

は
、
各
ク
ラ
ブ
の
運
営
委
員
会
な

ど
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
付

開
始
日
時
や
申
請
方
法
な
ど
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
各
ク
ラ
ブ
へ
お

情報アラカルト

せ
と
う
ち
子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す

このページでは、子育てと仕事の両立をめざす人や、家庭で子育てをしている人を支援する
ためのさまざまな取り組みについて紹介します。未来を担う子どもたちのすこやかな成長の
ため、子育てを社会全体で応援していきましょう。

か
る
も
の
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
他
の
公
的
年
金
（
遺
族
年
金
や

　

障
害
年
金
な
ど
）
を
受
給
し
て

　

い
る
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ

　

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
１
０

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

　

　
　

　児童虐待に関する相談対応件数は依然とし
て増加しています。
　特に、子どもの生命が奪われるなど重大な
事件も後を絶たない状況から、児童虐待問題
は社会全体で早急に解決すべき重要な課題と
なっています。
　児童虐待は、ごく普通の家庭、身近なとこ
ろで起きているかもしれません。
　虐待を受けたと思われる子どもを見つけた
ときは、そのままにせず子育て支援課へ相談
（通告）してください。その行動が子どもを、
そして保護者を救う「始めの一歩」になりま
す。ためらわずに相談してください。
　また、自分自身が出産や子育てに悩んだと
きも、相談窓口へ電話をしてください。
　子育ては思うようにいかないものです。さ
まざまな悩みや不安を抱えこんでいたらスト
レスが膨らむばかりです。そのストレスを子

どもにぶつけてしまう前に、思
い切ってＳＯＳを出しましょう。
■瀬戸内市における児童虐待の
    相談（通告）先
　子育て支援課
☎０８６９-２６ - ５９４７

11 月は児童虐待防止推進月間

幼稚園名 お問い合わせ先 11月 12 月 開放時間
牛窓東 0869-34-2104 毎週火曜日 午前９～ 11 時
牛窓西 0869-34-3687 1 日（月） 午前９時 30 分～ 11 時
牛窓北 0869-34-3742 14 日（火） 午前９時 30 分～ 11 時
邑久 0869-22-0027 9 日（火） 14 日（火） 午前９～ 11 時
今城 086-943-8715 10 日（水） 8日（水） 午前９～ 11 時
玉津 0869-24-0092 10 日（水） 15 日（水） 午前９～ 11 時
美和 0869-26-3445 5 日（金） 7日（火） 午前９～ 11 時
国府 0869-26-3446 5 日（金） 7日（火） 午前９～ 11 時
行幸 0869-26-3447 5 日（金） 7日（火） 午前９～ 11 時

クラブ名 学区 お問い合わせ先

牛窓ルンビニ児童クラブ 牛窓東・西・北 0869-34-2309

ゆめクラブ 牛窓東・西・北 0869-34-9330

ゆめっこクラブ邑久組・福田組 邑久 0869-24-2702

今城っ子クラブ 今城 086-942-0681

キッズクラブ 裳掛 0869-25-0133

みゆキッズクラブ 行幸 0869-26-3355

第１・第２ひまわりクラブ 国府 0869-26-6621

美和っ子クラブ 美和 0869-26-2713

放課後児童クラブの学区など

 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

 

子
育
て
ふ
れ
あ
い
交
流
会

　

瀬
戸
内
市
愛
育
委
員
会
と
瀬
戸

内
市
栄
養
委
員
会
の
主
催
で
、
子

ど
も
と
楽
し
く
触
れ
合
い
、
親
同

士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

兄
弟
姉
妹
で
の
参
加
も
で
き
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
１
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

▽
会
場　

邑
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー（
中
央
公
民
館
南
東
側
）

▽
募
集
人
数
（
先
着
順
）

　

・
０
歳
児
（
4
カ
月
〜
）
親
子
15
組

　

・
１
歳
〜
未
就
学
児
親
子
15
組

▽
内
容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講

　

座
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
親

　

子
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど

▽
参
加
費　

無
料　
　
　
　
　
　

▽
申
込
期
限　

11
月
15
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
１

 

幼
稚
園
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

 
園
庭
開
放

　

幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な
い
幼
児



　

11
月
は
、
市
税
・
料
金
な
ど
の

滞
納
一
掃
強
化
月
間
で
す
。

　

市
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、保
育
料
、上・

下
水
道
料
金
、
奨
学
資
金
貸
付
金

な
ど
の
納
付
が
遅
れ
て
い
る
人

は
、
早
急
に
市
役
所
や
金
融
機
関

で
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点

か
ら
毅
然
と
し
た
態
度
で
市
税
な

ど
の
徴
収
・
滞
納
処
分
を
行
っ
て

い
ま
す
。
悪
質
な
滞
納
者
や
滞
納

額
が
多
い
人
に
つ
い
て
は
、
財
産

や
給
与
な
ど
を
調
査
し
、
財
産
の

処
分
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
で
は
、
悪
質
な
滞
納

者
や
滞
納
の
状
況
に
よ
り
、
給
水

停
止
な
ど
の
措
置
を
行
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
多
額

の
滞
納
額
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
部
の
滞
納
者
に
よ
り
、
今
後
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
き
か
ね

ま
せ
ん
。
善
良
な
納
税
者
で
あ
る

市
民
の
皆
さ
ん
に
不
便
を
掛
け
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
収
入
状
況
の
変
化
な
ど

に
よ
り
税
・
料
金
な
ど
を
期
限
ま

で
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
納
付
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

①
市
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

　

者
保
険
料
、
保
育
料
に
つ
い
て

　

収
納
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
４
６
４

②
上
・
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

　

上
水
道
業
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
５

③
奨
学
資
金
貸
付
金
に
つ
い
て

　

総
務
学
務
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

市
税
・
料
金
等
滞
納
一
掃
強
化
月
間
が

は
じ
ま
り
ま
す　国民年金保険料は、所得税および住

民税の申告において全額が社会保険料

控除の対象となります。その年の１月

１日から 12 月 31 日までに納付した保

険料が対象です。

　この控除を受けるためには、支払っ

たことを証明する書類の添付が義務付

けられています。このため、平成 22

年１月１日から９月 30 日までの間に

国民年金保険料を納付した人には、社

会保険料（国民年金保険料）控除証明

書が 11 月上旬に日本年金機構本部か

ら送付されます。年末調整や確定申告

の際にはこの証明書（または領収証書）

の添付が必要となりますので、大切に

保管しておいてください。

　また、10 月１日から 12 月 31 日ま

での間に今年初めて国民年金保険料を

納付した人については、来年の２月上

旬に送付されます。なお、家族の国民

年金保険料を納付した場合も本人の社

会保険料控除に加えることができま

す。家族あてに送られた控除証明書を

添付して申告してください。

　社会保険料（国民年金保険料）控除

証明書について、ご不明な点がありま

したら、年金事務所へお問い合わせく

ださい。

■問い合わせ先
　岡山東年金事務所
　☎０８６-２７０ - ７９２５

 

募
集
し
ま
す

 

市
職
員（
保
育
士
）　

　　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
保
育
士

を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
験
資
格

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
、
短
期
大
学
を
卒
業

し
た
人
、
ま
た
は
平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の

人
で
、
保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚

　

市
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

木
造
住
宅
の
所
有
者
が
実
施
す
る

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事

に
対
し
て
、
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
１　

耐
震
診
断

　

耐
震
診
断
と
は
地
震
に
対
し
て

の
建
物
の
安
全
性
を
評
価
す
る
こ

と
で
す
。

　

例
え
ば
、
地
震
が
発
生
し
た
際

に
建
物
が
倒
壊
す
る
危
険
性
の
診

断
お
よ
び
補
強
の
必
要
性
や
、
詳

細
な
診
断
内
容
が
分
か
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
耐
震
診
断
補
助

　

費
用
４
万
２
千
円
／
件
（
補
助

金
額
２
万
８
千
円
）

ス
テ
ッ
プ
２　

補
強
計
画

　

耐
震
診
断
の
結
果
「
倒
壊
す
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
判
定
さ
れ
た

住
宅
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
補

強
を
す
れ
ば
耐
震
性
が
向
上
す
る

か
を
検
討
し
、
耐
震
補
強
工
事
を

行
う
た
め
の
計
画
を
立
て
ま
す
。

 

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

 

市
営
住
宅（
東
町
・
津
行
団
地
） 

　　
　

　

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地　

下
表
の
と
お
り

▽
募
集
戸
数　

各
１
戸

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分　

▽
入
居
日　

12
月
１
日
（
水
）

▽
申
込
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

団地名 所在地 構造 規格

東町団地
牛窓町牛窓 2229-2 簡耐２階建 ３ＤＫ

牛窓町牛窓 2229-3 簡耐２階建 ３ＤＫ

津行団地 牛窓町長浜 6865-62 簡耐２階建 ３ＤＫ

募集団地の概要

耐震診断・改修費用を
補助します

ス
テ
ッ
プ
３　

耐
震
改
修
工
事

　

地
震
に
対
し
て
「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
建

物
に
補
強
工
事
を
行
い
、
地
震
に

対
し
て
強
く
し
ま
す
。

◎
耐
震
改
修
補
助

　

限
度
額
30
万
円
／
件
（
建
替
え

も
対
象
）

※
事
前
に
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受

　

け
、
補
強
計
画
を
作
成
す
る
必

　

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事

　

着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
増
改
築
相
談
も
開
催

　

市
で
は
、
市
役
所
１
階
相
談
室

で
毎
月
第
３
水
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
住
宅
増

改
築
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
の
窓
口
で
は
、
専
門
知
識

を
有
す
る
相
談
員
が
住
宅
全
般
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

　

相
談
内
容
が
外
部
に
漏
え
い
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

　狩猟とは、狩猟免許試験に合格し、狩
猟者登録証を受けた人が、わなや散弾銃
など法に定められた猟具を使い、狩猟期
間にイノシシ、シカ、マガモなどの野生
鳥獣を捕獲することです。
　狩猟期間中に、野山に出かける場合は、
銃声がしたら近付かない、目立つ色の服
を着るなど狩猟事故に注意してください。

▽狩猟期間
　11月15日（月）～平成23年２月15日（火）
※農作物被害が著しいイノシシおよびニ
　ホンジカに限っては、２月 28 日（月）
　まで狩猟期間が延長されます。
■問い合わせ先
　岡山県自然環境課
　☎０８６-２２６ - ７３１０

狩猟期間がはじまります

園
教
諭
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

（
取
得
見
込
み
の
人
）

▽
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

▽
採
用
日　

平
成
23
年
４
月
１
日

▽
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

　

・
第
１
次　

11
月
28
日
（
日
）　

　

午
前
９
時
〜　

瀬
戸
内
市
役
所

　

・
第
２
次
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▽
受
付
期
限　
11
月
12
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着
で
す
。

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

▽
提
出
書
類　

・
市
指
定
の
願
書
お
よ
び
履
歴
書

※
総
務
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支

　

所
で
交
付
し
ま
す
。
郵
送
で
の

　

請
求
は
、「
市
役
所
採
用
試
験

　

受
験
願
書
請
求
」
と
朱
書
き
し

　

て
、
宛
名
明
記
の
Ａ
４
サ
イ
ズ

　

で
１
２
０
円
切
手
を
貼
付
し
た

　

返
送
用
封
筒
を
同
封
し
て
総
務

　

課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

　

・
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

　

・
免
許
取
得
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

総
務
課

　

〒
７
０
１-

４
２
９
２

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９



９月 12 日に、国府小学校
で瀬戸内市総合防災訓練
を開催しました。市、自
衛隊、地域住民、瀬戸内
市消防団など約 400 人が
参加。大規模な地震が発
生し、市内各所で土砂崩

今月の表紙

れや家屋の倒壊、火災など甚大な被害が発生しているとの想定で避
難誘導や消火訓練を行いました。また、消防本部による車両からの
救出訓練や岡山県の消防防災ヘリコプターを使った高所救出訓練な
ども行われ、参加者は、防災訓練の重要性を再認識していました。

　10 月５日、２日に満 100 歳を迎えた岩井

喜久子さん（長船町長船）のお祝いに武久顕

也市長が自宅を訪問しました。お祝い状を受

け取った岩井さんは「祝ってもらえてありが

たい」とお礼を述べていました。

　８日には松本誠一さん（邑久町虫明）が満

100 歳を迎え、利用している小規模多機能ホ

ームかおりを武久市長が訪問しました。職員

に寿司の作り方を指導するなど、周囲も驚く

ほど元気な松本さん。お二人ともお体を大切

にお過ごしください。

大勢の人が集まった開所式（左下）／会話に花が咲く室内（右上）

　長船町福岡市場小路に「オープンハウス・

いどばた」が完成し、８月１日に地域住民や

関係者を集めて開所式が行われました。

　この施設は、中世福岡の市の再現に取り組

んでいる備前福岡大市実行委員会が活動の拠

点にと開設したものです。

　同委員会では、打ち合わせで使用するほか、

地域住民にも開放する予定で、カウンターや

冷蔵庫を設置しています。誰でも気軽に利用

できる憩いと交流の場として活用することに

しています。

    にぎわい創出の拠点に　オープンハウス・いどばたが完成オープンハウス・いどばたが完成

  いつまでもお元気で　100歳を迎えた高齢者をお祝い100 歳を迎えた高齢者をお祝い

　８月 21、22 日の２日間、中央公民館で人形劇の祭典喜

之助フェスティバルが開催されました。本市出身の世界的

な糸操り人形師・故竹田喜之助氏を顕彰し、地域おこしに

つなげようと毎年開催されているものです。

　当日は、朝からたくさんの家族連れが訪れ、会場は大に

ぎわい。プロ劇団かわせみ座のマリオネットライブでは、

犬や猫の人形が生きているかのように曲芸を行うと、子ど

もたちの目は釘付けに。また、アマチュア劇団では、きら

らが、邑久町本庄出身の歌人、正富汪
おうよう

洋とその妻滝野の夫

婦愛を描いた「誠の人汪洋と貞女滝野」を上演し、郷土が

生んだ偉人の姿を伝えました。

　プロ４劇団、アマチュア８劇団が参加した今回のフェス

ティバル。個性溢れるステージに大人も子どもも人形劇の

奥深い世界に触れることができたようです。

  人形劇の祭典　第22回喜之助フェスティバル第 22回喜之助フェスティバル

人形と一体となった動きに観客全員が魅了されたかわせみ座のマリオネットライブ

かわいい人形が勢揃いした開会式（上）／間近に見るきららの
糸操りに興味津々の子どもたち（下）

　８月７日、長船町公民館の主催で、子ども

たちに年間を通じて四季折々の体験をしても

らう「わくわくチャレンジ」の一環としてそ

うめん流しが行われました。

　竹で作った全長 14mの台にそうめんや夏

野菜が流されると、約 200 人の参加者たち

は歓声を上げてつかまえていました。

　このイベントに関わった多くのボランティ

アの一人、岡村順
よりのぶ

信さん（長船町磯上）は、「子

どもたちにとって、貴重な経験になればいい

ですね」と話していました。 清涼感抜群のそうめん流し（左下）／器やはしも自分たちで製作（右上）

  暑さを忘れたよ　わくわくチャレンジ

武久市長と笑顔で話をする岩井さん（左）／お祝いのケーキのろうそくを一息に消す松本さん（右）



燃える粗大ごみ
　指定袋に入る大きさの対象
ごみは「燃えるごみ」の収集
日に出すようにしてください。
◎木製家具類
　タンス、応接セット（スプ
リングの無いもの）、机、いす、
下駄箱など
※家具などについている金具
　類は外してください。
◎寝具類
　マットレス（スプリングの
無いもの）、ふとん、毛布、じゅ
うたんなど

燃えない粗大ごみ
　指定袋に入る大きさの対象
ごみは「金属混合類」の収集
日に出すようにしてください。
◎家電類
　扇風機、ストーブ、ステレ
オ、電気カーペット、コタツ、
電子レンジ、掃除機など
※燃料などの油類は必ず抜き
　取ってください
◎金属類
　自転車、スプリング入りソ
ファー、マットレス（スプリ
ングの入っているもの）など

犯罪被害者週間

　11月25日（木）から12月1日（水）
までは「犯罪被害者週間」です。

　期間中は、犯罪被害者の名誉、生

活への配慮などについて、国民の理

解を深めることを目的として、さま

ざまな啓発事業を行います。

　現代社会では、誰もが突然犯罪

に巻き込まれ、被害者や遺族とな

るおそれがあります。地域社会が

一体となって、被害者を思いやり、

支え合う気持ちを共有して、犯罪

予防や被害者のためにできること

を考えていきましょう。

■問い合わせ先　瀬戸内警察署

夜
間
の
交
通
事
故
防
止

◎家電類
　テレビ、冷蔵庫、洗濯機、衣類乾燥機、
エアコン、パソコン
◎建築廃材
　アルミサッシ、流し台、障子、ガラス戸、
ふすま、畳、波板など
◎事業用のもの
　農機具、漁具、看板、ショー
ケースなど 
◎危険物、発火物、油類
　塗料、シンナー、ガソリン、
灯油、ガスボンベなど
◎自動車、自動車部品
　タイヤ、バッテリーなど

　

邑
久
・
牛
窓
地
域
の
家
庭
か
ら

出
る
粗
大
ご
み
の
収
集
は
、
年
２

回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

分
別
に
当
た
っ
て
は
、
下
表
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。「
燃
え

る
粗
大
ご
み
」
の
日
と
、「
燃
え

な
い
粗
大
ご
み
」
の
日
は
、
出
せ

る
も
の
が
違
い
ま
す
。
間
違
え
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

収
集
場
所
や
日
時
は
、
事
前
に

各
自
治
会
で
回
覧
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、収
集
で
き
な
い
ご
み（
油

類
、塗
料
、タ
イ
ヤ
、バ
ッ
テ
リ
ー
、

ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
パ
ソ
コ
ン
、
建
築

廃
材
、
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯

機
な
ど
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

対
象
品
目
、事
業
系
の
ご
み
な
ど
）

が
持
ち
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
家
庭
に
配
布
し

て
い
る
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ル
ー
ル
を
守
ら
ず
持
ち
込
ま
れ

た
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、

市
が
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
粗
大
ご
み
の
収
集
を
継
続

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

　

９
月
13
日
現
在
、
県
内
の
交
通

事
故
死
者
数
は
71
人
で
、
う
ち
夜

間
の
死
者
が
33
人
と
全
体
の
46
・

５
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
11
月
は
夜
間
の
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
日
暮
れ

が
早
く
な
り
、
歩
行
者
や
自
転
車

が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は
車
の
ラ
イ
ト
を
早

め
に
点
灯
し
て
走
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

ラ
イ
ト
は
上
向
き
が
基
本

　

夜
間
、
歩
行
者
が
道
路
を
横
断

中
に
は
ね
ら
れ
た
死
亡
事
故
は
、

全
て
車
の
ラ
イ
ト
が
下
向
き
で
し

た
。
車
の
夜
間
走
行
時
の
ラ
イ
ト

は
上
向
き
が
基
本
で
す
。上
向
き
、

下
向
き
を
こ
ま
め
に
切
り
替
え
て

早
く
前
方
の
危
険
を
察
知
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

明
る
く
目
立
つ
服
装
で

　

歩
行
者
や
自
転
車
の
人
は
、
明

る
い
服
装
で
、
夜
光
タ
ス
キ
な
ど

の
反
射
材
を
付
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
道
路
を
横
断
す

る
と
き
は
遠
く
て
も
横
断
歩
道
を

利
用
す
る
、
明
る
く
安
全
な
と
こ

ろ
を
歩
く
な
ど
、
自
分
の
存
在
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
警
察
署

邑
久
・
牛
窓
地
域
の
皆
さ
ん
へ

警警
察察察察
安
全全全全
情情
報報

　

11
月
９
日
は
、
１
１
９

番
の
日
で
す
。
消
防
へ
の

正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
、
防
火
防
災
意
識
の
普

及
を
目
的
と
し
て
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

１
１
９
番
を
掛
け
る
際

は
焦
り
が
ち
で
す
が
、
日

ご
ろ
か
ら
住
所
、
氏
名
な

ど
の
メ
モ
を
電
話
の
近
く

に
貼
っ
て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
通

報
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
報
で
伝
え
る
こ
と

①
火
災
か
救
急
か

②
住
所
、
氏
名

③
何
が
燃
え
て
い
る
か
（
火
災
）

④
病
人・け
が
人
の
状
態
（
救
急
）

⑤
通
報
者
の
氏
名
・
電
話
番
号

　

瀬
戸
内
市
で
は
１
１
９
番
を
か

け
る
と
消
防
本
部
に
繋
が
り
ま

す
。
携
帯
電
話
の
場
合
、
近
隣

の
消
防
へ
繋
が
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
に
も
担
当
者
の
指
示

に
従
っ
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部

①
火
災
情
報
案
内

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
８
９
９

②
病
院
情
報
案
内

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
２
９
９

11 月９日は 119 番の日

収集できないもの 収集できるもの

 
は
じ
ま
り
ま
す

 
秋
の
火
災
予
防
運
動

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
る
た
め
、
11
月
９
日
（
火
）

か
ら
11
月
15
日
（
月
）
ま
で
秋
の

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ

て
住
宅
防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
し
て
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
離
れ
る

　

と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

　

は
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
初
期
消
火
の
た
め
に
住
宅
用
消

　

火
器
を
設
置
す
る
。

④
高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由
な
人

　

を
守
る
た
め
に
隣
近
所
で
協
力

　

体
制
を
つ
く
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

 

開
催
し
ま
す

 

リ
サ
イ
ク
ル
工
房
う
し
ま
ど
フ
ェ
ス
タ

　　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
環

境
に
優
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。　

▽
日
時　

11
月
23
日
（
火･

祝
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
工
房
う
し

　

ま
ど
（
瀬
戸
内
警
察
署
東
側
奥
）

▽
内
容

◎
資
源
ご
み
回
収

　

雑
誌
、
ざ
つ
紙
、
新
聞
紙
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
古

着
、
ア
ル
ミ
缶
、
古
い
油

◎
上
手
な
分
別
の
仕
方
、
実
演

◎
石
け
ん
づ
く
り
体
験

◎
粉
石
け
ん
づ
く
り
見
学

◎
も
っ
た
い
な
い
市

　

不
要
品
（
美
品
に
限
る
）
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
当
日
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
集
め
た
品
を
希
望
者

に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

◎
木
材
チ
ッ
プ
と
リ
サ
イ
ク
ル
土

　

の
無
料
配
布
（
各
先
着
50
人
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
消
費
生
活
問
題
研
究

　

協
議
会　

牛
窓
グ
ル
ー
プ
代
表

　

篠
田
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
９
３
７



込
ま
な
い
で
、
一
口
30
回
を
目
安

に
よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
う

こ
と
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
く

食
事
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
内

臓
脂
肪
を
た
め
や
す
い
人
は
、
食

事
の
量
が
多
い
、
頻
繁
に
間
食
を

と
る
、
緑
黄
色
野
菜
が
嫌
い
と

い
っ
た
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
い
間
続
け
て
き
た

食
事
の
習
慣
を
変
え
る
こ
と
は
、

思
い
の
ほ
か
難
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
健
康
ラ
イ
フ

で
は
、瀬
戸
内
市
歯
科
医
師
会
に
、

誰
で
も
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
効
果

的
な
肥
満
対
策
「
し
っ
か
り
よ
く

噛
ん
で
食
べ
る
」
を
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
と
口
の
関
係

　

噛
む
と
そ
の
刺
激
が
脳
に
伝
わ

り
、
神
経
伝
達
物
質
の
ヒ
ス
タ
ミ

ン
が
脳
内
で
放
出
さ
れ
ま
す
。
脳

内
ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
、
覚
醒
レ
ベ
ル

や
集
中
力
注
意
力
向
上
な
ど
の
作

用
を
担
い
、
食
欲
の
抑
制
に
も
働

き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
よ
く
噛
め

ば
噛
む
ほ
ど
、
お
の
ず
と
食
べ
過

ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
噛
む
こ
と
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
が
促
進
さ
れ
、
体
脂
肪

の
減
少
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
食
事
中
は
、
時
々

は
し
を
置
く
な
ど
し
て
、
多
く
噛

む
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

口
の
健
康
を
保
つ

　

し
っ
か
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

に
は
、
口
の
中
が
健
康
で
あ
る
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
よ

く
噛
む
習
慣
自
体
が
、
歯
と
歯
茎

　

唾
液
は
一
日
に
約
１・
５
ℓ
出

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

唾
液
は
噛
む
回
数
が
少
な
か
っ
た

り
、
病
気
や
飲
ん
で
い
る
薬
、
加

齢
な
ど
に
よ
り
減
少
し
ま
す
。 

　

唾
液
は
、
体
を
守
る
た
め
、
さ

ら
に
は
元
気
に
す
る
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。  

①
消
化
を
助
け
る
優
れ
も
の 　

　

口
の
中
で
は
唾
液
に
含
ま
れ
る

酵
素
が
デ
ン
プ
ン
質
を
分
解
し
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
胃
腸
で
の
消
化
吸
収
は
、
食

べ
物
に
唾
液
が
混
ざ
っ
て
い
る
ほ

ど
活
発
に
な
る
の
で
す
。

②
細
菌
な
ど
の
感
染
を
ブ
ロ
ッ
ク

　

口
か
ら
入
っ
て
く
る
病
原
微
生

物
に
抵
抗
す
る
抗
菌
物
質
が
た
く

さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。  　
　

③
ｐ
Ｈ
を
一
定
に
保
つ

　

酸
を
中
和
し
て
、
口
の
中
の
細

菌
が
、
増
え
過
ぎ
た
り
、
減
り
過

ぎ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

④
清
浄
作
用

を
丈
夫
に
し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
歯
を
失
う
原
因
の
９

割
は
、
虫
歯
と
歯
周
病
で
す
が
、

適
切
な
ケ
ア
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

虫
歯
と
歯
周
病
の
主
な
原
因
は

歯し
こ
う垢
で
す
。
歯
垢
は
歯
の
ま
わ
り

に
つ
く
白
っ
ぽ
い
細
菌
の
か
た
ま

り
で
す
。
予
防
の
第
一
歩
は
、
毎

日
の
歯
磨
き
で
こ
の
歯
垢
を
き
ち

ん
と
取
り
除
く
こ
と
で
す
。

　

磨
き
残
し
は
な
い
か
、
歯
茎
に

赤
く
腫
れ
て
い
る
場
所
は
な
い
か

な
ど
、
歯
磨
き
後
に
鏡
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

歯
垢
が
固
ま
る
と
歯
石
が
で
き

ま
す
。歯
石
は
細
菌
の
す
み
か
で
、

歯
茎
を
刺
激
し
て
炎
症
を
引
き
起

こ
し
ま
す
が
、
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
を

使
っ
た
だ
け
で
は
落
と
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
歯
科
で

口
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら

い
、
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
口
の

健
康
を
保
ち
メ
タ
ボ
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

◆作り方
①タマネギはみじん切り、ナガイモとショウ
　ガはすっておく。タレの材料を鍋に入れて
　一煮立ちさせ、少し煮詰める。
②ボールに☆印の材料を入れ、混ぜ合わせる。
③②を８等分し、できるだけ小判型に形を整
　えて、油をひいたフライパンで焼き、つく
　ねを作る。
④ごはんを盛った器につくねと温泉卵をのせ
　て、タレを回しかけ、万能ねぎと刻みのり
　をかけて完成。

岡山県漁連が「岡山ソール」と
して、消費拡大を目指すゲタを
使った料理です。今回はナガイ
モの食感がなめらかなハンバー
グ風に作ってみました。子ども
向けには、照焼風やマヨネーズ
を付けてもよいと思います。

◆材料（４人分）
●げたミンチ（300g）☆ 
●ナガイモ（30g）☆
●砂糖（大さじ 1/2）☆
●片栗粉（大さじ 1/2）☆
●ごはん（４杯）

●タマネギ（50g）☆
●ショウガ（１片）☆
●みそ（小さじ１）☆
●サラダ油（適量）

【タレ】
●しょうゆ（大さじ６） 
●砂糖（大さじ２）

●みりん（大さじ４）

高祖多美子さん（牛窓町漁業協同組合女性部）です

ゲタ、卵で良質のたんぱく質がたっぷりとれ、カロ
リーは少なめの丼です。でも、丼は塩分が多く、野
菜が少なめになりがち。野菜を添えて、薄味を心掛
けましょう。

　

食
べ
か
す
を
洗
い
流
し
、
口
腔

内
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
ま
す
。 

⑤
抗
老
化
作
用

　

唾
液
に
は
パ
ロ
チ
ン
と
い
う
細

胞
を
若
返
ら
せ
る
成
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。 

パ
ロ
チ
ン
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
る
と
き
、
楽
し
く
食

膝の痛みは年代によって
異なりますが、40 代以
降の女性に多いのが「変
形性膝関節症」です。関
節の老化により骨の表面
を覆う軟骨の水分が失わ

れてすり減り、ひどくなると直接骨と骨がぶつかるよ
うになり、変形を生じます。治療方法には、薬物療法
や筋肉を鍛える理学療法などがあります。痛みが取れ
ず、生活に支障がある場合は、人工関節への交換や脚
を矯正する骨切り術を行います。予防には、適度な体
重を維持し、太ももの前にある大腿四頭筋を鍛えたり、
ストレッチングを行ったりすることが大切です。
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

膝の痛みについて

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

人工関節

べ
て
い
る
と
き
に
た
く
さ
ん
作
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
上
の
図
の
よ
う

な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
唾
液
が
食
品
添
加

物
な
ど
に
多
い
発
ガ
ン
性
の
あ
る

物
質
と
し
っ
か
り
混
じ
り
あ
う
こ

と
で
、
そ
の
発
ガ
ン
性
が
数
十
分

の
一
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と
も
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
唾
液
の
成
分

を
調
べ
て
ガ
ン
を
早
期
発
見
す
る

技
術
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

唾
液
を
た
く
さ
ん
出
す
た
め
に

は
、
よ
く
噛
む
こ
と
が
必
要
で

す
。
水
や
お
茶
で
食
べ
物
を
流
し

【トッピング】
●万能ねぎ（適量） 
●温泉卵（４個）

●刻みのり（適量）

※温泉卵の作り方
　鍋に水を入れて、沸騰したら火を止め、卵を入
れる。ふたをせずに12～15分ほどおいて取り出す。

口の環境を維持する
唾液の作用



    

秋
の
夕
べ 

パ
ン
フ
ル
ー
ト

癒
し
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す

　

寒
風
陶
芸
会
館
は
、
寒
風
陶
芸

の
里
（
牛
窓
町
長
浜
）
の
中
心
地

に
あ
る
陶
芸
の
体
験
・
展
示
施
設

で
す
。
館
内
で
は
土
ひ
ね
り
や
絵

付
け
な
ど
が
楽
し
め
る
陶
芸
教
室

が
あ
り
、
陶
芸
家
に
な
っ
た
つ
も

り
で
湯
飲
み
、
花
入
れ
、
茶
碗
な

ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
作
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、備
前
焼
用
の
登
り
窯（
貸

し
出
し
可
）
や
作
品
の
発
表
の
場

と
し
て
利
用
で
き
る
貸
し
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た

資
料
展
示
室

　

資
料
展
示
室
は
、
寒
風
陶
芸
会

館
に
隣
接
し
て
あ
る
国
指
定
の
史

跡
、
寒さ

ぶ
か
ぜ
こ
よ
う
せ
き
ぐ
ん

風
古
窯
跡
群
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

ガ
イ
ダ
ン
ス
室
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

寒
風
古
窯
跡
群
は
、
７
世
紀
の

飛
鳥
時
代
を
中
心
に
約
百
年
に
わ

た
っ
て
須す

え

き
恵
器
を
焼
い
た
窯
が
築

か
れ
、
都
に
税
と
し
て
納
め
ら
れ

た
須
恵
器
の
生
産
地
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

史
跡
内
に
は
、
須
恵
器
を
焼
い

た
集
団
の
ま
と
め
役
と
考
え
ら
れ

る
人
物
の
古
墳
や
須
恵
器
作
り
に

関
わ
る
工
房
の
建
物
跡
な
ど
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
室
で
は
、
寒
風
古
窯
跡
群

の
紹
介
と
備
前
焼
の
ル
ー
ツ
と
い

わ
れ
る
須
恵
器
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
８
つ
の
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
解

説
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
ど
う
し
て
寒
風
古

窯
跡
群
が
で
き
た
の
？
」
と
い
う

質
問
に
対
し
て
「
土
、
薪た
き
ぎ、
そ
し

て
須
恵
器
を
運
び
出
す
道
が
あ
っ

た
か
ら
」
と
答
え
、
さ
ら
に
詳
し

い
解
説
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

展
示
資
料
の
中
に
は
、
白
い
器

の
表
面
に
緑
色
の
自
然
釉
が
流
れ

た
大お
お
が
め甕
が
設
置
さ
れ
、
寒
風
古
窯

跡
群
で
焼
か
れ
た
須
恵
器
の
特
徴

を
良
く
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
代
の
硯す

ず
り「
円え
ん
め
ん
け
ん

面
硯
」

や
文
字
が
ヘ
ラ
書
き
さ
れ
た
「
線

刻
須
恵
器
」、
陶
製
の
棺か
ん
お
け桶
で
あ

る
「
陶と
う
か
ん棺
」、
寺
院
の
屋
根
に
の

せ
る
「
鴟し

び尾
」
な
ど
寒
風
古
窯
跡

群
で
出
土
し
た
珍
し
い
須
恵
器
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
完
成

　

展
示
室
の
フ
ロ
ア
に
新
た
に
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
は
、
弥
生
土
器
、
須
恵

器
、
備
前
焼
の
か
け
ら
に
実
際
に

触
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
確

か
め
る
ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
甕
を
作
る
と
き
「
当
て

具
」と
い
わ
れ
る
道
具
を
使
っ
て
、

粘
土
の
中
の
空
気
を
出
す
と
と
も

に
内
面
に
模
様
を
残
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
当
て
具
の
模
型
を
粘

土
に
押
し
当
て
、
同
心
円
な
ど
の

模
様
が
で
き
る
様
子
を
学
ぶ
ブ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
体
験
を
通
し
て
焼
き

物
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

陶
芸
の
里
の

今
を
情
報
発
信

　

陶
芸
の
里
で
制
作
活
動
に
励
む

作
家
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
新

た
に
で
き
ま
し
た
。

　

陶
芸
の
里
の
作
家
の
作
品
を
一

堂
に
展
示
し
て
お
り
、
あ
な
た
の

お
気
に
入
り
の
作
家
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
寒
風
の
地
が
陶
芸
文
化

の
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

寒
風
陶
芸
会
館
の
新
た
な
魅
力

を
生
み
出
す
展
示
室
で
す
。
土
ひ

ね
り
や
絵
付
け
と
合
わ
せ
て
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

寒
風
陶
芸
会
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

☎
☎
☎

BooKs

　

パ
ン
フ
ル
ー
ト
は
、
ギ
リ
シ
ャ

神
話
に
名
前
の
由
来
を
持
つ
と
さ

れ
る
最
古
の
楽
器
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
葦あ
し

、
竹
、
木
な
ど
で
作
ら

れ
る
の
が
一
般
的
で
、
南
米
の
サ

ン
ポ
ー
ニ
ャ
と
い
う
楽
器
も
同
じ

仲
間
で
す
。

　

空
の
ビ
ー
ル
瓶
を
鳴
ら
す
よ
う

に
唇
を
長
管
に
当
て
て
吹
き
鳴
ら

す
と
い
う
、
シ
ン
プ
ル
な
演
奏
方

法
で
す
が
、そ
こ
か
ら
響
く
音
は
、

横
笛
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
オ
カ
リ
ナ

な
ど
と
は
一
味
違
い
、
神
秘
性
、

癒
し
の
音
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
パ
ン
フ
ル
ー
ト
に
魅
せ
ら

れ
、
製
作
や
演
奏
を
手
が
け
て
い

る
今
井
勉
さ
ん
が
、
自
分
で
作
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
フ
ル
ー
ト
で

の
演
奏
と
心
和
む
ト
ー
ク
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
邑
久
高
校
３
年
生
吹
奏

楽
部
の
田
中
希
実
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

演
奏
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

あ
り
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
、
ま
た
友
人

を
誘
っ
て
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
13
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
（
午
後
６
時
開
場
）

▽
会
場　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

 

メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
ま
し
た

 

公
民
館
出
前
講
座

　

出
前
講
座
に
左
表
の
メ
ニ
ュ
ー

を
追
加
し
ま
し
た
。

　

興
味
が
あ
る
人
は
中
央
公
民
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

profile           　　　　　　　　     　

　   今井勉   Imai Tsutomu
　パンフルート製作・演奏家・カ
ヌーガイド。昭和 39 年生まれ。
岡山市在住。病気のためサラリー
マンから失職。人生の進むべき道
を模索する中で、パンフルートに
出会う。それ以来パンフルートの
製作・演奏・指導を精力的に展
開。ＣＤの制作をきっかけに全国
放送に出演し、その後各地から演
奏・講演の依頼が来るようになる。
トークや歌も好評を得ている。

パンフルートを演奏する今井さん

No. 講座内容 グループ名

歌詞を見ながらの合唱 歌う会夕焼け小焼け

地域で日本舞踊を披露 日本舞踊

納豆作り 納豆を作る会

カラオケの慰問 瀬戸内市邑久町カラオケ同好会

追加された出前講座メニュー

　
手
作
り
せ
ん
べ
い
、
も
ち
も
ち
皮
の
水
ぎ
ょ
う
ざ

な
ど
、
子
ど
も
向
け
の
や
さ
し
く
お
も
し
ろ
い
レ
シ

ピ
と
、
教
え
て
お
き
た
い
食
と
料
理
の
情
報
を
紹
介
。

食
材
の
姿
、
道
具
の
安
全
な
扱
い
な
ど
も
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
石
倉
ヒ
ロ
ユ
キ
…
著

　俵万智…著　市橋織江…写真

　サラダ記念日から 20 年。歌人の俵万智さん初の子
育てをテーマにした短歌プラスエッセイ集です。自分
の手の中から外の世界へ旅立ってゆく息子、それを送
り出す日が来ることを知っている母親の切なくも誇
り高い気持ちがわずか 31 文字に凝縮されています。

リニューアルされた展示室内

自然釉が流れた大甕



に
、
次
の
と
お
り
無
料
の
「
労
働

時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
開
設
日　

11
月
６
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
相
談
先　

　

労
働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０-
７
９
４-

７
１
３

 

協
力
し
て
く
だ
さ
い

 

献
体
制
度

　

献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の
遺

体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
実
習
の

た
め
に
、
大
学
へ
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
で
す
。

　

遺
体
は
、
告
別
式
が
終
わ
っ
た

後
、
大
学
に
迎
え
ら
れ
ま
す
。
解

剖
実
習
終
了
後
、大
学
で
火
葬
し
、

死
後
１
年
か
ら
１
年
半
後
に
遺
骨

を
遺
族
に
お
返
し
し
ま
す
。

　

献
体
に
は
、
家
族
や
親
戚
の
同

意
が
必
ず
必
要
で
す
の
で
、
十
分

に
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

医
学
・
歯
学
の
発
展
の
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
と
も
し
び
会（
岡
山
大
学
医
学
部
内
）

　

☎
０
８
６-

２
３
５-

７
０
９
２

 

独
り
で
悩
ま
な
い
で

 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や

加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ

ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
売
買
春
・
人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
形
成
す
る
上
で
克

服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の

７
日
間
を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

し
、
臨
時
回
線
を
増
設
し
、
法
務

局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
電
話

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
。

　

り
次
第
終
了
）

▽
場
所　

邑
久
町
漁
協
直
売
所

　
（
道
の
駅
黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
内
）

▽
内
容

　

殻
付
き
カ
キ
・
む
き
身
カ
キ
・

カ
キ
の
佃
煮
の
販
売
、焼
き
カ
キ・

カ
キ
の
味
噌
汁
の
試
食

※
試
食
は
、先
着
３
０
０
人
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

邑
久
町
漁
業
協
同
組
合

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
２
３
１

 

日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す

 

長
島
愛
生
園
総
合
展
示
会

　

長
島
愛
生
園
で
は
、
入
所
者
や

職
員
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
創
作

活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
総
合
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

陶
芸
、
絵
画
な
ど
の
作
品
に
加

え
、
日
常
生
活
を
詠
ん
だ
短
歌
や

俳
句
な
ど
も
出
品
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
11
月
11
日（
木
）〜
15
日（
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
15
日

　

は
午
後
３
時
ま
で
）

▽
場
所　

長
島
愛
生
園
愛
生
会
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
０
３
３

 

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

 

ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
者
７
人
が
集
ま

っ
て
結
成
し
た
森
の
熊
さ
ん
ハ
ー
モ

ニ
カ
ク
ラ
ブ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
、
光
本
和
彦
さ

ん
（
岡
山
市
）
は
、
７
月
30
日
か
ら

８
月
２
日
ま
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
ハ
ー
モ

ニ
カ
大
会
で
、
改
造
す
る
な
ど
創
意

工
夫
し
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
独
奏
す
る

創
意
福
音
独
奏
部
門
で
２
位
に
輝
き

日
本
人
最
高
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
光
本
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
７
人

の
個
性
豊
か
な
演
奏
を
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

　

FAX
０
８
６
９-
２
２-

３
４
３
７

 

ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す

 

戦
没
者
追
悼
式

　　

市
で
は
戦
没
者
追
悼
式
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
皆
さ
ん
の
ご
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
11
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
４

▽
日
時　

11
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
開
演

▽
場
所　

自
由
空
間
Ｄ
Ｏ
Ｎ
（
牛 

　

窓
町
牛
窓
２
２
２
７-

８
）

▽
料
金　

無
料（
コ
ー
ヒ
ー
付
き
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
原
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
６
３
９

 

体
育
利
用
団
体
の
皆
さ
ん
へ

 

社
会
体
育
施
設
日
程
調
整
会
議

　　

邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
、
平

成
23
年
度
に
大
会
な
ど
で
市
内
社

会
体
育
施
設
の
利
用
を
希
望
す
る

団
体
を
対
象
に
、
日
程
調
整
会
議

を
開
催
し
ま
す
。

　

調
整
会
議
に
参
加
を
希
望
す
る

団
体
の
代
表
者
は
、
事
前
に
邑
久

ス
ポ
ー
ツ
公
園
ま
で
申
込
み
の

上
、
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
５
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜

▽
場
所　

中
央
公
民
館
研
修
室

▽
対
象
施
設

①
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園

②
長
船
ス
ポ
ー
ツ
公
園

③
邑
久
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

④
瀬
戸
内
市
牛
窓
体
育
館

▽
申
込
期
限　

11
月
21
日
（
日
）

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

謡う
た
いと

囃は
や
し子

と
舞
が
編
み
出
す
幽

玄
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
３
日
（
水
・
祝
）

　

午
前
10
時
開
場

▽
鑑
賞
料　

無
料
（
た
だ
し
入
園

　

料
が
必
要
）

▽
入
園
料

　

・
大
人　

４
０
０
円

　

・
65
歳
以
上
、
小
人　

１
４
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
後
楽
園

　

☎
０
８
６-

２
７
２-

１
１
４
８

  

た
く
さ
ん
食
べ
て

 

か
き
の
日
イ
ベ
ン
ト

　　

勤
労
感
謝
の
日
で
あ
る
11
月
23

日
は
「
か
き
の
日
」
で
す
。

　

栄
養
豊
富
な
カ
キ
を
食
べ
て
疲

れ
を
吹
き
飛
ば
し
て
も
ら
お
う

と
、
毎
年
全
国
各
地
で
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

邑
久
町
漁
協
で
も
、
次
の
と
お

り
「
岡
山
か
き
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
旬
を
迎
え
る
虫
明
の
カ
キ
を
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
23
日
（
火
・
祝
）

　

午
前
９
時
〜
（
カ
キ
が
な
く
な

の
皆
さ
ん
が
、
今
年
も
楽
し
い
踊

り
を
披
露
し
ま
す
。
温
か
い
豚
汁

の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
家
族
で
秋
の
一
日
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
23
日
（
火
・
祝
）

　

午
前
９
時
30
分
受
付
開
始

▽
場
所　

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ

　

ン
タ
ー
閑
谷
学
校

▽
参
加
費　

１
人
３
０
０
円　
　

　
（
５
歳
以
下
は
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー

　

閑
谷
学
校

　

〒
７
０
５-

０
０
３
６

　

備
前
市
閑
谷
７
８
４

　

☎
０
８
６
９-

６
７-

１
４
２
７

　

HP　
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幽
玄
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い

 

後
楽
能

　

岡
山
後
楽
園
で
は
、
能
舞
台
、

見け
ん
し
ょ所
の
栄
唱
・
墨
流
し
の
間
が
復

元
さ
れ
た
後
、
昭
和
47
年
に
第
１

回
後
楽
能
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
後
楽
能
は
、
岡
山
県
の

芸
術
祭
参
加
行
事
の
一
つ
と
し

て
、
古
典
芸
術
で
あ
る
能
楽
の
普

及
と
地
域
文
化
の
発
展
向
上
に
大

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

11
月
15
日
（
月
）
〜
21 

　

日
（
日
）

▽
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　
７
時
（
土
日
は
午
前
10
時
〜
午

　

後
５
時
）

■
相
談
先

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

 

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

 

お
越
し
く
だ
さ
い

 

閑
谷
秋
祭
り

　

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー

閑
谷
学
校
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
秋
の
自

然
を
テ
ー
マ
に
閑
谷
秋
祭
り
を
開

催
し
ま
す
。

　

屋
外
で
は
閑
谷
の
森
を
舞
台
に

ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、
屋
内
で
は

ド
ン
グ
リ
な
ど
秋
の
素
材
を
使
っ

っ
て
数
種
類
の
ク
ラ
フ
ト
作
り
を

行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
大
好
評
だ
っ
た

特
別
ゲ
ス
ト
の「
う
ら
じ
ゃ
踊
り
」

 

長
時
間
働
い
て
い
ま
せ
ん
か

 

労
働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

　　

一
週
間
の
労
働
時
間
が
60
時
間

以
上
の
労
働
者
の
割
合
は
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
高
い
水
準
で
推

移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
・
心
臓
疾
患
に
係
る

労
災
認
定
件
数
は
昨
年
度
全
国
で

２
９
３
件
に
上
る
な
ど
、
過
重

労
働
に
よ
る
健
康
障
害
も
依
然
多

い
ほ
か
、
割
増
賃
金
の
不
払
い
な

ど
労
働
基
準
法
の
違
反
も
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

11
月
は
、
労
働
時
間
適
正
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
。
こ
れ

を
契
機
に
労
働
時
間
管
理
な
ど
の

実
態
を
確
認
し
、
労
働
時
間
の
適

正
な
管
理
、
時
間
外
労
働
時
間
数

な
ど
の
削
減
、
労
働
者
の
健
康
管

理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
こ

う
し
た
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め

お
知
ら
せ

　
春
秋
叙
勲
の
受
章
者
に
つ
い

て
、
昨
年
度
か
ら
本
紙
で
の
紹

介
を
取
り
止
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
全
て
の
受
章
者
の

情
報
を
市
で
は
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
掲
載
で
き
な
い
人

が
い
る
た
め
で
す
。
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

大盛況のかきの日イベント



●行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

●心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４

●なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２

●住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９

●消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：くらしの相談員】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９

◇育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４

◇乳幼児こころの健康相談
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

○身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日は別途お知らせ）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３

※各種相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。

健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5ヵ月児） 11 月 16 日（火） 平成 22 年 6月生

乳児健診
（9・10 ヵ月児） 11 月 17 日（水） 平成 22 年 2月生

1 歳６ヵ月児健診 11 月 10 日（水） 平成 21 年 4月生
2 歳児健診 11 月 11 日（木） 平成 20 年 7月生
3 歳児健診 11 月 24 日（水） 平成 19 年 5月生

子どもの健診

人の動き《平成 22年 10 月 1日現在》

人口 ３９，２７９人 （－　５）
男 １８，７２１人  （－１２）
女 ２０，５５８人 （＋　７）
世帯 １４，４８８戸 （＋２１）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分月納期の市税・保険料はありません

10/31 1 2
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

3 文化の日
体協　剣道大会
　9：00 ～
　長船スポーツ公園

4
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

5 6

7
体協　秋季軟式野球大会
　9：00 ～
　邑久・長船スポーツ公園
※ 14日（日）も開催
体協　近隣親善ソフトテニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園

8
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

9
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

10
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

11 12
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

13
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

14
体協　バドミントン大会
　9：00 ～
　邑久中学校
体協　歩こう会
　片鉄ロマン街道コース
　８：29 邑久駅発赤穂線

15 16
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

17
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
●住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

18
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所
●消費生活相談
　9：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

19
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

20
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

21
体協　卓球大会
　9：00 ～
　長船スポーツ公園
体協　シングルステニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園

22　
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

23  勤労感謝の日 24
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

25
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

26
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
◇離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

27
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

28
体協　少年ソフトボール大会
　9：00 ～
　邑久・長船スポーツ公園

29 30
◇育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

12/1
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

12/2 12/3 12/4

      　　2010　November
11

納付には便利な口座振替が便利です。
ぜひご利用ください。
あなたの税・保険料が元気なまち瀬戸内市の礎です！

各種相談

生活習慣病教室
　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　11 月 25 日（木）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「目で見る肺の病気」

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　５００円（食事付き）　１００円（食事なし）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

あしたばの会（家族介護者交流会）
　在宅介護支援センターあじさいでは、家族で高齢者を介護し
ている人を対象とした交流会を開催します。

▽日時　11 月 9日（火）　午後 1時 10 分～午後３時

▽場所　あじさいのおか牛窓

▽内容　自宅で介護をしている人などの交流会、知って得する
　介護保険最新情報　　　

▽参加費　無料（事前連絡が必要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ -６３６６

おさふね介護教室
　長船荘在宅介護支援センターでは、認知症に対する理解を深
めるため、「おさふね介護教室」を開催します。

▽日時　11 月 25 日（木）　午後１～３時

▽場所　長船荘在宅介護支援センター

▽テーマ　「認知症のある方と関わって　～ご本人に寄り添う～」

▽講師　塚元恭子氏（岡山ひだまりの里病院ソーシャルワーカー）

▽参加費　無料（事前連絡が必要）
■問い合わせ・申込先
　長船荘在宅介護支援センター　☎０８６９-２６ - ４７７２

子どもの発達支援相談
　子どもの成長や発達について、小児科専門医や臨床心理士が
相談に応じ、発達検査も行います。相談を希望する人は、事前
にご予約ください。

▽日時　12 月１日（水）　時間は予約後に決定

▽場所　ゆめトピア長船

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９５０
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

年金相談
　年金事務所の職員が年金の相談に応じます。

▽日時　11 月 17 日（水）　午前 10 時～午後３時

▽場所　瀬戸内市役所

▽相談料　無料
■問い合わせ先
　市民課　☎０８６９-２２ - １７９０

ポリオ予防接種
　ポリオは「小児マヒ」と呼ばれ、生ワクチンを口から飲む予
防接種です。

▽日時　11 月４日（木）午後１時 30 分～午後２時

▽場所　ゆめトピア長船

▽対象年齢　生後３カ月～ 90 カ月

▽接種方法　６週間以上あけて２回経口投与

▽接種料金　無料

▽持参するもの　①母子健康手帳　②予診票（記入したもの）
※予診票は、会場にもあります。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://sports.geocities.jp/setouchi_taikyo/



①１歳の赤ちゃんの写真
　両親の名前、赤ちゃんの生年月
日、両親からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９-２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

　
　
　
　

本
庄
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　　

本
庄
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、
お
盆
の
中
日
で
あ

る
８
月
14
日
（
土
）
午
後
に
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
昔
懐

か
し
い
活
弁
映
写
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
昔
、
映
画
は
、
活
動
写
真
と
い
い
、
初
期
の
も
の
に
は

音
声
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
映
画
を
無
声
映
画
と

い
い
ま
す
。
無
声
映
画
に
声
色
を
使
っ
て
台
詞
を
付
け
た
の
が

活
動
弁
士
、
つ
ま
り
「
活
弁
士
」
で
す
。

　

ま
た
、
台
詞
だ
け
で
は
味
気
な
い
の
で
、
専
属
の
楽
士
が
音

楽
を
つ
け
ま
し
た
。
こ
う
し
て
映
画
は
、
ま
た
た
く
間
に
大
衆

娯
楽
と
し
て
広
く
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
上
映
し
た
無
声
映
画
は
、「
豪ご
う
け
つ
じ
ら
い
や

傑
児
雷
也
」
と
「
突と

っ
か
ん貫

小こ
ぞ
う僧

」
の
２
本
立
て
。
活
弁
士
は
、
倉
敷
市
児
島
在
住
の
矢
吹

勝
利
氏
ご
夫
婦
で
す
。
参
加
者
約
60
人
の
う
ち
、高
齢
者
層
は
、

古
き
よ
き
時
代
の
郷
愁
を
感
じ
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
は
、
あ
ま

り
に
も
珍
し
い
の
か
食
い
入
る
よ
う
に
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
写
真
は
、
映
像
と
活
弁
士
の
台
詞
、
音
楽
、
そ
し

て
観
客
が
一
体
と
な
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
、
60
数

年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
感
じ
で
し
た
。

　

い
ま
や
映
画
は
、
各
家
庭
で
観
賞
で
き
る
時
代
で
す
が
、
そ

の
時
代
の
変
化
に
私
た
ち
高
齢
者
だ
け
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
映
写
後
は
、
参
加
者
全
員

に
そ
う
め
ん
流
し
や
か
き
氷
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
里
帰

り
の
人
を
含
め
、
談
笑
し
な
が
ら
古
き
よ
き
昔
を
懐
古
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庄
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

武
久
和
正
さ
ん

矢吹活弁士の説明に耳を傾ける参加者たち

合
内　

嘉
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

豊
田　

瑞
代
（
牛
窓
町
牛
窓
）

那
須　

博
行
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
口　

道
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

野
口
弥
生
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

福
本
寿
賀
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

堀　

征
一
郞
（
牛
窓
町
牛
窓
）

益
田　

廣
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

三
谷　

康
彦
（
邑
久
町
豊
安
）

的
場　

松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

後
藤　

靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
口　

慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

原
野　

孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

平
野　

五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

福
本　

曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

藤
井　

留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

片
島　

秋
月
（
長
船
町
福
岡
）

谷
口　

正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

原
田　

久
江
（
邑
久
町
北
池
）

近
藤
恵
美
子
（
邑
久
町
福
山
）

上
山　

幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

朝
霧　

好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

▼
先
日
、
親
戚
か
ら
新
鮮
な
ボ
ラ
を
も

ら
い
ま
し
た
。
食
べ
切
れ
な
か
っ
た
刺

身
を
次
の
日
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
し
た
と

こ
ろ
、
身
が
こ
り
っ
と
し
て
い
て
ま
た

違
っ
た
お
い
し
さ
が
！
▼
農
業
と
漁
業

が
盛
ん
で
、
海
の
幸
・
山
の
幸
に
恵
ま

れ
た
瀬
戸
内
市
。
お
い
し
い
地
元
産
の

食
材
を
食
卓
に
取
り
入
れ
、
食
欲
の
秋

を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　

よ
し
こ

▼
珍
し
く
次
女
が
し
ょ
げ
て
い
ま
し

た
。
友
だ
ち
に
絵
を
下
手
と
言
わ
れ
た

の
が
原
因
。
確
か
に
落
書
帳
に
描
か
れ

た
お
姫
様
は
怪
人
…
。
今
ま
で
「
上
手

じ
ゃ
な
ぁ
」
と
ほ
め
て
い
ま
し
た
が
、

現
実
を
知
っ
た
よ
う
で
す
。
▼
10
月
１

日
に
美
術
館
が
開
館
し
ま
し
た
。芸
術
・

文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ナ
ベ




